
大
分
臨
海
工
業
地
帯
に
立
地
す
る
ク

ラ
サ
ス
ケ
ミ
カ
ル
㈱
を
含
む
主
催
企
業

11
社（
※
２
）は
、
日
本
化
学
工
業
協
会
の

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ケ
ア
活
動
の
一
環

と
し
て
、
２
０
２
５
年
11
月
27
日
（
木
）

鶴
崎
公
民
館
（
大
分
市
東
鶴
崎
１
丁
目
）

に
お
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
対
話

集
会
（
大
分
地
区
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・

ケ
ア
地
域
対
話
）を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
対
話
集
会
は
２
年
に
１
度
開
催

し
て
お
り
、
今
回
で
14
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
通
り
「
地
域
の

皆
さ
ま
と
の
対
話
」
を
念
頭
に
お
い
て
、

地
域
企
業
が
広
く
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・

ケ
ア
活
動
全
般
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

対
話
集
会
に
は
、約
１
４
０
名
の
皆
さ
ま

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
工
場
見
学
や
講
演

を
交
え
、企
業
か
ら
工
場
の
安
全
対
策
や

環
境
へ
の
取
り
組
み
を
説
明
す
る
と
共

に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

対
話
集
会
前
に
は
、
約
70
名
の
皆
さ

ま
に
工
場
見
学
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

大
型
バ
ス
３
台
で
大
分
石
油
化
学
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
内
を
巡
り
な
が
ら
各
工
場
の

概
要
や
安
全
・
防
災
の
説
明
を
お
聞
き

い
た
だ
き
ま
し
た
。

対
話
集
会
は
、ク
ラ
サ
ス
ケ
ミ
カ
ル
㈱

大
分
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
代
表
の
山
田
に
よ
る

「
住
民
の
皆
さ
ま
が
日
頃
関
心
を
お
持

ち
の
こ
と
に
つ
い
て
、
理
解
が
深
ま
る

た
め
の
一
助
と
な
る
良
い
機
会
と
な
る

こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」
と
の
挨
拶
で
始

ま
り
、
大
分
地
方
気
象
台
南
海
ト
ラ
フ

地
震
防
災
官
の
髙
濱
様
よ
り
「
地
震
と

防
災
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
地
震
と
津

波
の
し
く
み
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ

い
て
の
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
け
て
㈱
レ
ゾ
ナ
ッ
ク
・
ガ
ス
プ
ロ
ダ

ク
ツ
か
ら
「
㈱
レ
ゾ
ナ
ッ
ク
・
ガ
ス
プ

ロ
ダ
ク
ツ
の
紹
介
」と「
大
分
地
区
化
学

関
連
企
業
の
保
安
防
災
の
取
り
組
み
」

に
つ
い
て
企
業
の
事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
後
行
わ
れ
た
総
合
質
疑
で
は
、

地
震
・
津
波
対
策
や
環
境
問
題
等
に
つ

い
て
数
多
く
の
質
問
・
意
見
・
要
望
が

寄
せ
ら
れ
、
論
議
が
足
り
な
か
っ
た
部

分
は
懇
親
会
場
に
場
所
を
変
え
て
行
わ

れ
ま
し
た
。あ
ら
た
め
て
地
域
の
皆
さ

ま
の
企
業
の
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ケ
ア

活
動
に
つ
い
て
の
関
心
の
高
さ
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

第
14
回 

大
分
地
区
Ｒ
Ｃ（
※
１
）

地
域
対
話
集
会
を
開
催
し
ま
し
た

（※１）RC：レスポンシブル・ケアとは
化学工業界では、化学物質を扱うそれぞれの企業が化学物質の開発から製造、物流、使用、最終消費を経て廃棄・リサイクルに至る
全ての過程において、自主的に「環境・健康・安全」を確保し、活動の成果を公表し社会との対話・コミュニケーションを行う活動を
展開しています。この活動を『レスポンシブル・ケア（Responsible Care）』と呼んでいます。

（※２）主催企業11社
NSスチレンモノマー㈱、クラサスケミカル㈱、サンアロマー㈱、シコク硫炭㈱、住友化学㈱、東亞合成㈱、日油㈱、
日本エラストマー㈱、日本ポリエチレン㈱、㈱レゾナック、㈱レゾナック・ガスプロダクツ

ク
ラ
サ
ス
ケ
ミ
カ
ル
㈱
は
、
地

域
社
会
へ
の
貢
献
や
自
然
環
境
の

保
全
を
目
的
と
し
て
、「
さ
く
ら
サ

ス
テ
ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始

し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ク
ラ

サ
ス
ド
ー
ム
大
分
の
周
辺
に
毎
年

桜
の
木
を
植
え
、
美
し
い
桜
並
木

を
つ
く
っ
て
い
く
取
り
組
み
で

す
。こ
の
桜
並
木
が
、
地
域
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
新
し
い
出
会
い
や
成

長
の
象
徴
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
11
月
30

日
（
日
）、
大
分
県
の
佐
藤
樹
一
郎

知
事
や
地
域
の
自
治
会
長
の
皆
さ

ま
を
お
招
き
し
、
植
樹
セ
レ
モ

ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
当
社
社
長

の
福
田
が
「
毎
年
桜
の
木
を
植
え

続
け
る
こ
と
で
、
地
域
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
次
世
代
へ
の
出
会
い
や

成
長
の
象
徴
と
な
る
桜
並
木
に
し

て
い
き
た
い
」と
挨
拶
し
、
佐
藤
知

事
か
ら
は
「
桜
の
植
樹
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
大
分
ス
ポ
ー
ツ
公

園
が
長
く
愛
さ
れ
る
場
所
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
の
皆
さ
ま
と
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
の
樹
に
土
を
か
け
る
セ
レ

モ
ニ
ー
を
行
っ
た
後
、
大
分
の
未

来
を
担
う
世
代
の
代
表
と
し
て
参

加
し
た
大
分
県
立
情
報
科
学
高
等

学
校
の
生
徒
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
来
賓
を
は
じ
め

当
社
従
業
員
と
そ
の
家
族
約
70
名

が
参
加
し
、穏
や
か
な
天
候
の
中
、無

事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
社
は
、
今
後
も
桜
の
植
樹
と

手
入
れ
を
継
続
し
、
地
域
と
と
も

に
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

植樹の様子
（左）社長の福田と佐藤知事
（右）情報科学高校生徒と

～さくらの植樹セレモニーを行いました～

ロゴマークは社内公募のアイデアをベースに作成しました。
（選出：工務部電気グループ　中尾航平さん）
桜の花は地域をはじめとする多様なステークホルダーとのつながり
を、幹は人々の手をイメージし、「地域とともに育てる」姿勢を表現し
ています。花びらの周りの水玉は、コーポレートカラーのブルーとグ
リーン、桜のピンク、大分県を象徴するライムグリーンで彩り、共創
の広がりをイメージしました。下部の緑の弧は、大分スポーツ公園の
丘陵や里山、そして当社ロゴの一部をモチーフにしています。

記念に配った
クラサスドーム焼き

さくら
サステナプロジェクト

〈ロゴマークについて〉

当社関係者による集合写真
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ク
ラ
サ
ス
ケ
ミ

カ
ル
㈱
は
、経
産
省

の
定
め
る
認
定
高

度
保
安
実
施
者
制

度
に
お
い
て
、１
月

15
日
付
で
大
分
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
が
特

定
認
定
高
度
保
安

実
施
者
（
通
称
：
Ａ
認
定
）
と
し
て
認
定
さ
れ
た
こ
と

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
特
定
認
定
高
度
保
安
実
施
者
と
は
、
高
圧
ガ
ス
保

安
法
に
基
づ
き
、
経
済
産
業
大
臣
か
ら
認
定
さ
れ
る

「
認
定
高
度
保
安
実
施
者
」
の
う
ち
、
さ
ら
に
高
度
な

リ
ス
ク
管
理
を
実
施
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
事
業

者
に
付
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。こ
の
認
定
取
得
に
よ

り
、
最
長
８
年
の
連
続
運
転
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
保

安
検
査
に
つ
い
て
も
当
社
自
ら
が
方
法
を
策
定
・
実

施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
社
は
、
今
後
も「
明
日
の
く
ら
し
を
化
学
で
支
え

る
」た
め
に
、
保
安
レ
ベ
ル
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指

し
、
安
全
・
安
定
・
安
心
運
転
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

当コンビナートは、日頃から安全・安定・安心操業に万
全を尽くし、地域の皆さまにご迷惑をおかけしないよう細心
の注意を払っていますが、もし何かお気づきの点がありま
したら、下記までご連絡くださいますようお願いいたします。

お気づきの際は…

平日

▲

総務グループ　TEL ０９７-５２１-５１１２
休日・夜間  ▲

防災センター　TEL ０９７-５２１-５131

？

？
〒870-0189 大分県大分市大字中ノ洲２番地
クラサスケミカル㈱  大分事務所総務グループ
大分石油化学コンビナート便りvol.69　クイズ係

ク
イ
ズ 連

絡
先

Ｑ
．

ク
イ
ズ
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
粗
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

ハ
ガ
キ
と
二
次
元
コ
ー
ド
の
ど
ち
ら

か
ら
で
も
ご
回
答
い
た
だ
け
ま
す
！

２
０
２
６
年
６
月
30
日
㈫
ま
で

回
答
で
き
ま
す

どしどし
ご応募ください！
お待ちしています

ハガキでのご応募はこちら！

①答え②〒住所③氏名、年齢
④電話番号をご記入のうえ、
下記住所までお送りください。

「大分石油化学コンビナート
便り」に対するご意見、ご感
想もお待ちしております！

読者クイズ応募フォーム

＊ご応募の際に、ご記入いただく個人情報は、当選者への商品発送の用途以外では使用いたしません。

高
圧
ガ
ス
保
安
法
に
お
け
る

「
特
定
認
定
高
度
保
安
実
施
者
」に

認
定

　
ク
ラ
サ
ス
ケ
ミ
カ
ル
㈱
は
、Ｊ
リ
ー
グ
所
属

の
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
を
運
営
す
る
株
式
会
社
大

分
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
と
明
治
安
田
Ｊ
リ
ー

グ
百
年
構
想
リ
ー
グ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
（
鎖
骨
）

ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
を
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
継
続
７
年
目
）

（
１
）契
約
内
容

　
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
（
鎖
骨
）、

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ボ
ー
ド
な
ど
へ
の
社
名
ロ
ゴ
の
掲
出
な
ど

（
２
）契
約
期
間

　
２
０
２
６
年
２
月
１
日
〜
６
月
30
日
（
明
治

安
田
Ｊ
リ
ー
グ
百
年
構
想
リ
ー
グ
期
間
）

　
当
社
は
今
後
も
、
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
と
と
も

に
地
域
の
活
性
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し

て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
リ
ー
グ
ク
ラ
ブ

大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
と
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
を
締
結

　２
０
２
５
年
11
月
14
日
に
「
全

国
ボ
イ
ラ
ー
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

協
会
の
活
動
に
貢
献
し
た
企
業
・

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の「
感
謝
状
」は
、
化
学
設
備

関
係
第
一
種
圧
力
容
器
取
り
扱
い

作
業
主
任
者
講
習
会
に
お
い
て
、

長
年
に
わ
た
り
講
師
を
派
遣
し
、

教
育
・
人
材
育
成
に
貢
献
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
贈
呈
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　今
後
も
第
一
種
圧
力
容
器
や
ボ

イ
ラ
ー
の
取
扱
い
に
関
す
る
安
全

確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

2025
11/14

全
国
ボ
イ
ラ
ー
大
会
で

感
謝
状
を

受
領
し
ま
し
た

　２
０
２
５
年
10
月
21
日
に
大
分
県
高
圧
ガ
ス

保
安
大
会
が
開
催
さ
れ
、
大
分
県
知
事
表
彰
の

「
優
良
保
安
責
任
者
」、（
一
社
）
大
分
県
高
圧
ガ

ス
保
安
協
会
長
表
彰
の
「
優
良
保
安
従
事
者
」、

並
び
に
同
年
11
月
21
日
に
九
州
地
区
高
圧
ガ
ス

大
会
が
開
催
さ
れ
、「
優
良
製
造
保
安
責
任
者
」

表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
表
彰
は
、長
年
に
わ
た
り
、高
圧
ガ

ス
の
取
扱
い
に
関
す
る
保
安
活
動
の
取
り
組
み

が
高
く
評
価
さ
れ
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　今
後
も
高
圧
ガ
ス
の
取
扱
い
に
関
す
る
安
全

確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

2025
10/21
11/21

大
分
県
高
圧
ガ
ス
保
安
大
会
、

並
び
に
九
州
地
区
高
圧
ガ
ス
大
会
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た

＃7  𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷選手 ＃22  ムンキョンゴン選手 ＃28  清武 弘嗣選手

　ク
ラ
サ
ス
ケ
ミ
カ
ル
㈱
で
は
、Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
と
し
て
、毎
年
小
学
生
・
中
学
生
を

対
象
に
化
学
実
験
の
出
前
授
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　今
年
は
12
月
16
・
17
日
の
２
日
間
で
、

近
隣
の
小
学
校
２
校
を
訪
問
し
、計
55
名

の
５
年
生
に「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
そ
の
リ

サ
イ
ク
ル
を
、
お
話
と
実
験
か
ら
学
ぼ

う
!!
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　冒
頭
で
は
、「
石
油
化
学
っ
て
何
だ
ろ

う
？
」を
テ
ー
マ
に
、
大
分
石
油
化
学
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
と
当
社
の
概
要
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　続
い
て
、
ナ
フ
サ
を
原
料
に
エ
チ
レ
ン

や
プ
ロ
ピ
レ
ン
な
ど
の
石
油
化
学
製
品
が

作
ら
れ
、
ペ
レ
ッ
ト
を
経
て
文
房
具
・
台

所
用
品
・
ス
ポ
ー
ツ
用
具
・
自
動
車
部
品

な
ど
身
近
な
製
品
に
な
る
仕
組
み
を
ク
イ

ズ
形
式
で
解
説
し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち

か
ら
は
、
普
段
学
校
で
使
っ
て
い
る
下
敷

き
や
筆
箱
が
「
こ
れ
も
石
油
か
ら
で
き
て

い
る
の
？
」
と
い
っ
た
驚
き
の
声
が
上
が

り
、教
室
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　そ
の
後
、一
般
社
団
法
人
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
循
環
利
用
協
会
の
講
師
を
お
招
き
し
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
基
礎
、３
Ｒ
＋
Ｒ
ｅ
ｎ

ｅ
ｗ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ（
再
生
可
能
）、国
内
外
の

リ
サ
イ
ク
ル
状
況
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　後
半
の
実
験
で
は
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と

キ
ャ
ッ
プ
の
比
重
が
異
な
る
こ
と
に
着

目
し
、「
水
に
浮
く
か
・
沈
む
か
」を
予
想

し
て
も
ら
い
、様
子
を
観
察
し
ま
し
た
。

　次
に
射
出
成
形
機
を
使
い
、ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
原
料
と
し
た
ペ

レ
ッ
ト
か
ら
「
ク
リ
ッ
プ
」
を
作
り
ま
し

た
。小
さ
な
米
粒
状
の
ペ
レ
ッ
ト
が
ク

リ
ッ
プ
に
生
ま
れ
変
わ
る
瞬
間
に
、子
ど

も
た
ち
は
興
味
津
々
で
し
た
。

　最
後
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
破
片
か
ら

糸
を
作
る
実
験
を
行
い
ま
し
た
。回
収
し

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
糸
が
出
て
き
た

と
き
に
は
歓
声
が
上
が
り
、再
生
工
程
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

　当
社
は
、今
後
も
次
世
代
へ
の
環
境
教

育
を
通
じ
て
、持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

出前授業を
実施しました

＃9  有馬 幸太郎選手

　２
０
２
５
年
11
月
18
日
、大
分
市
佐
賀
関

の
大
規
模
火
災
に
よ
り
被
災
し
た
皆
さ
ま

に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　12
月
12
日
、大
分
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
は
、被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
お
よ
び
被
災
地

域
へ
の
支
援
と
し
て
、
大
分
県
に
１
０
０
万

円
を
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、大
分
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

が
実
施
し
て
い
る
ア
ル
ミ
缶
回
収
活
動
で

集
め
ら
れ
た
ア
ル
ミ
缶
の
売
却
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　大
分
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
は
、
今
後
も
ア
ル

ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
、地
域
社

会
へ
の
貢
献
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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大
分
市
佐
賀
関
の

大
規
模
火
災
被
害
へ

義
援
金
を
寄
付
し
ま
し
た

1/15

ⒸOITA F.C.

資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に

向
け
た
取
り
組
み

「
３
Ｒ 

＋ 

Ｒ
ｅ
ｎｅｗ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
」

さ
て
、Ｒ
ｅ
ｎｅ
ｗ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
の

意
味
と
は
次
の
ど
れ
で
し
ょ
う
。

Ａ
：
再
使
用

Ｂ
：
再
資
源
化

Ｃ
：
再
生
可
能
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